
『
万
葉
集
』
の
古
注
釈

万
葉
集
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
注

釈
書
を
古
注
釈
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
主
な
古
注

釈
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
＊
は
当
館
で
所
蔵

し
て
い
る
分
類
番
号
と
書
籍
名
。
）

仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
（
仙
覚
抄
）

せ

ん

が

く
文
永
６
年
（
１
２
６
９
）
成
立

鎌
倉
時
代
に
万
葉
集
の
約

首
の
歌
に

950

注
を
付
け
た
。
仙
覚
は
、
万
葉
集
の
本
文

研
究
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
人

物
で
あ
る
。

＊
Ｍ
４

マ
ン
ヨ

万
葉
集
叢
書
８

北
村
季
吟
『
万
葉

拾

穂

抄

』

き
た
む
ら

き

ぎ
ん

し
ゅ
う
す
い
し
ょ
う

貞
享
３
年
（
１
６
８
６
）
成
立

万
葉
集
初
の
全
歌
注
釈
。
古
来
の
説
を
集

成
し
て
い
る
。

＊
Ｍ

キ
タ
ム

万
葉
拾
穂
抄

42

＊
Ｍ

コ
テ
ン

万
葉
拾
穂
抄

影
印
・
翻
刻

42

契

沖
『
万
葉
代

匠

記
』
（
初
稿
本
）

け
い
ち
ゅ
う

だ
い
し
ょ
う

き

貞
享
４
年
（
１
６
８
７
）
成
立

水
戸
徳
川
家
の
命
に
よ
り
、
下
河
辺

長

し
も
こ
う

べ

ち
ょ
う

流

の
後
任
と
し
て
執
筆
し
た
全
歌
注
釈
。

り
ゅ
う

契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
（
精
撰
本
）

元
禄
３
年(

１
６
９
０
）
成
立

初
稿
本
を
改
訂
し
、
和
書
・
漢
籍
・
仏
典
な

ど
、
多
岐
に
渡
る
出
典
を
指
摘
。

精
緻
な
考
察
で
、
万
葉
集
研
究
に
は
必
読
。

＊

.
ケ
イ
チ

契
沖
全
集

～

121

52

1

7

荷
田

春

満
『
万
葉
集
僻

案

抄
』

か

だ
の
あ
ず
ま
ま
ろ

へ
き
あ
ん
し
ょ
う

享
保
年
間
（
１
７
１
６
～
３
５
）

巻
一
の
全
歌
注
釈

＊
Ｍ
４

マ
ン
ヨ

万
葉
集
叢
書
２

荷
田
春
満
（講
）
荷
田
信
名
（
記
）

か
だ
の

の
ぶ
な

『
万
葉
集
童
蒙

抄

』

ど
う
も
う
し
ょ
う

享
保

年(

１
７
２
５)

頃
成
立

10

巻
二
～
十
六
ま
で
の
注
釈

＊
Ｍ
４

カ
タ
ノ

荷
田
春
満
全
集
４
～
６

『
万
葉
集
剳
記
』

さ

つ

き

元
文
年
間
（
１
７
３
６
～
４
１
）
成
立

巻
十
七
～
二
十
の
注
釈

＊

.

シ
ン
ヘ
新
編
荷
田
春
満
全
集

121

52

5

僻
案
抄
・
童
蒙
抄
・
剳
記
の
三
書
に
よ
り
、

荷
田
家
の
万
葉
集
研
究
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
（
狛

諸

成
補
訂
）

か

も
の

ま

ぶ
ち

こ
ま
の
も
ろ
な
り

明
和
五
年
（
１
７
６
８
）
刊
行

契
沖
と
並
び
、
多
く
の
国
学
者
に
影
響
を

与
え
た
全
歌
注
釈
。
た
だ
し
、
真
淵
独
自

の
説
に
よ
り
、
諸
本
の
万
葉
集
と
は
異
な

る
巻
の
順
番
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
歌
を

探
す
時
に
は
注
意
が
必
要
。

＊

.

カ
モ
ノ

賀
茂
真
淵
全
集

～

121

52

1

5

本
居
宣
長
『
万
葉
集
玉
乃
小
琴
』

た
ま

の

お

ご
と

安
永
８
年
（
１
７
７
９
）
刊
行

巻
一
～
四
の
注
。

真
淵
を
師
と
仰
い
だ
宣
長
の
、
万
葉
集
の

注
釈
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
唯
一
の
書
。
そ
の

他
の
宣
長
説
は『
万
葉
集
問
目
』
や
、『
万

も
ん
も
く

葉
問

聞

抄
』
な
ど
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

も
ん
ぶ
ん
し
ょ
う

*

・

モ
ト
オ

本
居
宣
長
全
集
６

１２１

52

橘
（
加
藤
）
千
蔭
『
万
葉
集
略

解
』

り
ゃ
く

げ

寛
政
８
年
（
１
７
９
６
）
成
立

全
歌
注
釈
。
真
淵
門
下
。
要
を
得
た
名

著
と
し
て
広
く
読
ま
れ
、
万
葉
学
を
普

及
。
江
戸
期
の
注
釈
で
最
も
流
布
し
た
。

＊
Ｍ

ヨ
サ
ノ

万
葉
集
略
解

～

(

文
庫
）

42

1

8

鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』

か
も
ち

ま
さ
ず
み

こ

ぎ

天
保

年
（
１
８
３
９
）
成
立

10

全
歌
注
釈
。
本
文
の
注
釈
の
ほ
か
に
、
枕

詞
・
人
物
・
地
理
・
言
語
な
ど
の
万
葉
集

に
関
す
る
各
方
面
の
研
究
を
網
羅
し
て

い
る
。
近
世
の
万
葉
研
究
を
集
大
成
し
た
。

＊
Ｍ

カ
モ
チ

万
葉
集
古
義

～

42

1

12

〈
参

考
〉

万
葉
古
代
学
年
報

号

ペ
ー
ジ
～

15

185

○
新
着
図
書
案
内
○

☆
古
代
東
国
の
地
方
官
衙
と
寺
院

（
佐
藤

信
編
／
山
川
出
版
社
）

☆
万
葉
集
名
歌
選
釈（

保
田
與
重
郎
／
新
学
舎
）

☆
筑
紫
万
葉
恋
ひ
ご
こ
ろ

（
上
野
誠
／
西
日
本
新
聞
社
）

☆
古
文
書
料
紙
論
叢

（
湯
山
賢
一
編
／
勉
誠
出
版
）

開
館
時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
―
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

白

黒
一
枚

円
10

カ
ラ
ー
一
枚

円
50

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
万
葉
図
書
・
情
報
室

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
一
〇

０
７
４
４
―
５
４
―
１
８
５
０
（
代
）
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万
葉
図
書
・
情
報
室
だ
よ
り

号
49


